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中医協概要報告（2021 年 11 月５日開催） 

（第 494 回総会） 

 

厚労省は 11 月５日、中医協の薬価専門部会と総会を開催した。 

薬価専門部会開催前に、前回中医協まで委員交代となった体制の承認と、各審議会の体制について会長

からの指名があり、承認された上で一時中断とし、薬価専門部会を開催した。 

 

薬価専門部会では、次期薬価制度改定に向けた業界ヒアリングと、次期薬価改定に向けた議論（その２）

が行われた（別途概要参照）。 

総会では、2022 年度改定に向けた「個別事項その３」として、「精神医療」と「療養・就労両立支援等」

をテーマに議論した。精神医療については、療養生活環境整備指導加算の外来患者への対象拡大や、引き

こもり患者などへも視野を広げた精神科在宅患者支援管理料の対象拡大、療養・就労両立支援指導料につ

いては、対象疾病を「がん、脳卒中、肝疾患、指定難病」に加えて「心疾患、糖尿病」を追加するととも

に、「相談支援加算」については、メンタルヘルス対策の強化として公認心理師や精神保健福祉士が行った

場合の評価も追加するなどの提案が出され、概ね賛同した。 

 

委員、専門委員等が交代 

薬価専門部会に先立ち、まず総会として以下の委員の交代が報告された。 

幸野庄司委員(支払側、健康保険組合連合会理事) →松本真人（健康保険組合連合会理事） 

松浦満晴委員(支払側、全日本海員組合組合長代行)→鈴木順三（全日本海員組合総務局長） 

松本吉郎委員(診療側、日本医師会常任理事) →江澤和彦（日本医師会常任理事） 

専門委員では、 

岩田利雄専門委員(千葉県東庄町長)→羽田健一郎氏（長野県長和町長） 

半田一登氏（チーム医療推進協議会相談役）→中村春基氏（チーム医療推進協議会代表） 

五嶋規夫専門委員(株式会社やよい専務取締役)→青木幸生氏（丸木医科器機参与） 

の３名が交代。事務方からは日野原医療指導監査室長が紹介された。 

 

精神医療、外来患者や 20 歳未満などへの対応 

総会では、2022 年度診療報酬改定に向けた「個別事項その３」の１つとして、精神医療をテーマに議論

した。 

厚労省からは、 

・精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築のため、療養生活環境整備指導加算（月１回 250

点）について、退院時指導をした患者だけでなく外来患者も対象に。 

・I016 精神科在宅患者支援管理料（１～３）に引きこもりなど、「重傷者以外」の患者を追加 

・I002 通院・在宅精神療法に「精神保健指定医」を対象にした新たな評価。 

・薬物依存症・ギャンブル依存症は、外来で評価が設けられている。アルコール依存症では入院のみで

評価。薬物依存やギャンブル依存症の入院医療における評価についてどう検討するか。 

・児童・思春期精神医療の専門医療機関が少なく、初診待機時間が長い。また、５割以上の患者が２年



以上診療を受けているため、20 歳未満の診療については期間延長の可能性。 

・認知症専門診断管理料２（３月１回 300 点）に連携型の認知症疾患医療センターを対象追加。 

などの論点が示された。いずれの提案も診療側、支払側から概ね賛同があり、城守国斗委員（日本医師

会常任理事）は、「退院直後の患者は、より手厚い対応が必要になるため療養生活環境整備指導加算は月１

回から月２回程度に見直すべき」と求めた。また、前回改定で精神科在宅患者支援管理料の「ハ 重度者

以外」を削除したことにより、困難事例が増えたことを指摘。改めて自治体からの相談に対応できるよう

求めた。また、間宮清委員(支払側、日本労働組合総連合会「患者本位の医療を確立する連絡会」)からは、

「コロナ禍によって児童の発達障害や精神疾患はとても増加している。しかし相談体制や初診待機が多い

のは問題だ」といった意見もだされた。 

 

療養・就労両立支援、対象疾患拡大や公認心理師の配置を検討 

総会では、2022 年度診療報酬改定に向けた「個別事項その３」の２つ目として、療養・就労両立支援を

テーマに議論した。 

厚労省からは、 

・療養・就労両立支援指導料の対象疾病を「がん、脳卒中、肝疾患、指定難病」に加えて「心疾患、糖尿

病」の追加し、企業への情報提供先の担当者に衛生推進者を追加。 

・相談支援加算の対象職種について、看護師、社会福祉士に加え、研修修了した公認心理師や精神保健

福祉士の追加を検討。 

・B001・23 がん患者指導管理料の「ロ 医師又は看護師が心理的不安を軽減するための面接を行った場

合」について、公認心理師が行った場合の評価の検討。 

などの論点が示された。これについて、こちらも反対や慎重な意見は出されなかった。 

以上 

＜会内使用以外の無断転載禁止＞ 

配布された資料は、保団連情報共有スペース「社保・審査対策」の「社保/審議会等」にて公開しておりますので、 

併せてご覧下さい。また、厚生労働省ＨＰでも公開されています。 

第 182 回薬価専門部会  https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000182080_00007.html 
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